
（注
ちゅう

 意
い

 事
じ

 項
こう

）

１　問
もん

題
だい

冊
さっ

子
し

は指
し

示
じ

があるまで開
ひら

かないこと。

２　問
もん

題
だい

は 1ページから 12ページまである。検
けん

査
さ

開
かい

始
し

の合
あい

図
ず

のあとで確
たし

かめること。

３ 　検
けん

査
さ

中
ちゅう

に問
もん

題
だい

冊
さっ

子
し

の印
いん

刷
さつ

不
ふ

鮮
せん

明
めい

，ページの落
らく

丁
ちょう

・ 乱
らん

丁
ちょう

及
およ

び解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の汚
よご

れ等
とう

に気
き

づい

た場
ば

合
あい

は，静
しず

かに手
て

を高
たか

く挙
あ

げて監
かん

督
とく

者
しゃ

に知
し

らせること。

４　解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に氏
し

名
めい

と受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し，受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

と一
いっ

致
ち

したマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶすこと。

５ 　解
かい

答
とう

には， 必
かなら

ずＨＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

を使
し

用
よう

すること。なお，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

が正
ただ

しく記
き

入
にゅう

されていない場
ば

合
あい

，または解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

載
さい

してある「マーク部
ぶ

分
ぶん

塗
ぬ

りつぶしの見
み

本
ほん

」のとお

りにマーク部
ぶ

分
ぶん

が塗
ぬ

りつぶされていない場
ば

合
あい

は，解
かい

答
とう

が無
む

効
こう

になることがある。

６ 　一
ひと

つの解
かい

答
とう

欄
らん

に対
たい

して複
ふく

数
すう

のマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶしている場
ば

合
あい

，または指
し

定
てい

された解
かい

答
とう

欄
らん

以
い

外
がい

のマーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶしている場
ば

合
あい

は，有
ゆう

効
こう

な解
かい

答
とう

にはならない。

７　解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

するときは，きれいに消
け

して，消
け

しくずを残
のこ

さないこと。

８　定
じょう

規
ぎ

，コンパス，ものさし，分
ぶん

度
ど

器
き

及
およ

び計
けい

算
さん

機
き

は用
もち

いないこと。

９ 　問
もん

題
だい

の文
ぶん

中
ちゅう

の アイ ， ウ などには，特
とく

に指
し

示
じ

がないかぎり，負
ふ

の符
ふ

号
ごう

（  －  ）また

は数
すう

字
じ

（0～9）が入
はい

り，ア，イ，ウの一
ひと

つ一
ひと

つは，これらのいずれか一
ひと

つに対
たい

応
おう

する。それら

を解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

のア，イ，ウで示
しめ

された解
かい

答
とう

欄
らん

に，マーク部
ぶ

分
ぶん

を塗
ぬ

りつぶして解
かい

答
とう

すること。

10 　解
かい

答
とう

は解
かい

答
とう

欄
らん

の形
かたち

で解
かい

答
とう

すること。例
たと

えば，解
かい

答
とう

が
2
5 のとき，

解
かい

答
とう

欄
らん

が エ ． オ ならば，  0.4として解
かい

答
とう

すること。

11 　分
ぶん

数
すう

の形
かたち

の解
かい

答
とう

は，それ以
い

上
じょう

約
やく

分
ぶん

できない形
かたち

で解
かい

答
とう

すること。例
たと

えば，
2
3 を

4
6 と解

かい

答
とう

しても正
せい

解
かい

にはならない。また，解
かい

答
とう

に負
ふ

の符
ふ

号
ごう

がつく場
ば

合
あい

は，負
ふ

の符
ふ

号
ごう

は，分
ぶん

子
し

につけ，

分
ぶん

母
ぼ

にはつけないこと。例
たと

えば，
カキ

ク
に－

3
4 と解

かい

答
とう

したいときは，
–3
4 として解

かい

答
とう

す

ること。

12 　根
こん

号
ごう

を含
ふく

む形
かたち

で解
かい

答
とう

する場
ば

合
あい

，根
こん

号
ごう

の中
なか

に現
あらわ

れる自
し

然
ぜん

数
すう

が最
さい

小
しょう

となる形
かたち

で解
かい

答
とう

するこ

と。例
たと

えば，  4 2を 2 8と解
かい

答
とう

しても正
せい

解
かい

にはならない。

（配
はい

　点
てん

） 1  40点
てん

2  20点
てん

3  20点
てん

4  20点
てん

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

者
しゃ

選
せん

抜
ばつ

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

本
ほん

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

数
すう

　　　学
がく

（１）

ア

イ

ウ

一

一

例
れい

　 アイウ に

－ 83と解
かい

答
とう

するとき
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次
つぎ

の各
かく

問
と

いに答
こた

えなさい。

⑴　
11
16 －

⎛
⎝－

3
8

⎛
⎝

2

÷
1
4 を計

けい

算
さん

すると
ア

イ
である。

⑵　x，yについての２つの連
れん

立
りつ

方
ほう

程
てい

式
しき

　　　　　　　 と　　　　　　　 の解
かい

が同
おな

じである

とき，a ＝ ウ ，  b ＝ エ である。

⑶　関
かん

数
すう

y＝ 10
x について，  xの値

あたい

が 2から 5まで増
ぞう

加
か

するときの変
へん

化
か

の割
わり

合
あい

は オカ で

ある。

１

ax＋ y�＝ 4

x＋ 2y�＝ 6





2x－ y�＝ 2

x＋ by�＝ 8




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［　計
けい

　算
さん

　用
よう

　紙
し

　］
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⑷　ある関
かん

数
すう

のグラフを描
か

いたところ，下
した

の図
ず

のようになった。

 xの変
へん

域
いき

を－1≦ x≦ 1とするとき，この図
ず

から yの変
へん

域
いき

は キ と読
よ

み取
と

ることがで

きる。 キ に当
あ

てまるものを，下
か

記
き

のⓐ～ⓓの中
なか

から選
えら

びなさい。

⑸　さいころを 2回
かい

投
な

げて， 1回
かい

目
め

に出
で

る目
め

を a ， 2回
かい

目
め

に出
で

る目
め

を bとする。このとき，

abが整
せい

数
すう

となる確
かく

率
りつ

は
ク

ケ
であり，

a＋b
2 ＝ abとなる確

かく

率
りつ

は
コ

サ
である。

ただし，さいころには 1から 6までの目
め

があり，どの目
め

が出
で

ることも同
どう

様
よう

に確
たし

からしいも

のとする。

⑹　ある競
きょう

技
ぎ

における出
しゅつ

場
じょう

者
しゃ

の得
とく

点
てん

は下
した

の表
ひょう

のようになった。

出
しゅつ

場
じょう

者
しゃ

A B C D E F G H I J

得
とく

点
てん

（点
てん

） 3 7 5 7 3 3 7 10 3 3

得
とく

点
てん

のデータの最
さい

頻
ひん

値
ち

は シ （点
てん

）である。また，平
へい

均
きん

値
ち

と中
ちゅう

央
おう

値
ち

の関
かん

係
けい

について述
の

べた文
ぶん

章
しょう

として正
ただ

しいものは ス である。 ス に当
あ

てはまるものを，下
か

記
き

のⓐ

～ⓒの中
なか

から選
えら

びなさい。

O

y

x

–1

–2

–3

–4

4

3

2

1

–1–2–3–4 1 2 3 4

ⓐ　－3≦ y≦－1　　  ⓑ　－3≦ y≦ 1　　  ⓒ　－1≦ y≦ 1　　  ⓓ　－1≦ y≦ 3

ⓐ　平
へい

均
きん

値
ち

の方
ほう

が中
ちゅう

央
おう

値
ち

よりも大
おお

きい　　　ⓑ　中
ちゅう

央
おう

値
ち

の方
ほう

が平
へい

均
きん

値
ち

よりも大
おお

きい

ⓒ　平
へい

均
きん

値
ち

と中
ちゅう

央
おう

値
ち

は一
いっ

致
ち

する



─ 4 ─

［　計
けい

　算
さん

　用
よう

　紙
し

　］
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⑺　下
した

の図
ず

で，  AP ： PR＝1：1，BQ ： QP＝2：1，CR ： RQ＝3：1である。このとき，

△ABCの面
めん

積
せき

は，△PQRの面
めん

積
せき

の セソ 倍
ばい

である。

⑻　図
ず

１の正
せい

方
ほう

形
けい

ABCDは，ある三
さん

角
かく

錐
すい

の展
てん

開
かい

図
ず

である。図
ず

２のように，正
せい

方
ほう

形
けい

ABCDの

対
たい

角
かく

線
せん

ACと線
せん

分
ぶん

EFの交
こう

点
てん

を Gとする。線
せん

分
ぶん

AGの長
なが

さが
9
2 2 cmであるとき，もと

の三
さん

角
かく

錐
すい

の体
たい

積
せき

は タ cm3 である。

A

B C

P

R
Q

A D

C

F

EB

A D

C

G

F

EB

図１
ず

図２
ず
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［　計
けい

　算
さん

　用
よう

　紙
し

　］
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aは正
せい

の定
てい

数
すう

とする。図
ず

１のように，関
かん

数
すう

y＝ a
x のグラフ上

じょう

に２点
てん

A，Bがある。点
てん

A

は関
かん

数
すう

y＝
1

12
x 2 のグラフとの交

こう

点
てん

であり，その x座
ざ

標
ひょう

は 6である。また，点
てん

Bの x座
ざ

標
ひょう

と y座
ざ

標
ひょう

はそれぞれ１桁
けた

の整
せい

数
すう

であり，  x座
ざ

標
ひょう

は 6より大
おお

きい。このとき，次
つぎ

の各
かく

問
と

いに答
こた

えなさい。

⑴　aの値
あたい

は アイ である。

⑵　点
てん

Bの座
ざ

標
ひょう

は
⎛
⎝ ウ ， エ ⎛

⎝

である。

⑶　直
ちょく

線
せん

ABの式
しき

は y＝
オカ

キ
x＋ ク である。

O 6

B

A

y

x

y＝　　x 21

12

y＝ a
x

図１
ず

２
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⑷　図
ず

２のように，原
げん

点
てん

Oを通
とお

り 直
ちょく

線
せん

ABと平
へい

行
こう

な 直
ちょく

線
せん

と関
かん

数
すう

y＝ 1
12 x 2 のグラフとの

交
こう

点
てん

で，  Oと異
こと

なるものを Cとする。

このとき，△ABCの面
めん

積
せき

は
ケコ

サ
である。

O

C

6

B

A

y

x

y＝　　x 21

12

y＝ a
x

図２
ず
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図
ず

１のような，線
せん

分
ぶん

ABを 直
ちょっ

径
けい

とする半
はん

径
けい

2 5の円
えん

Oがある。この円
えん

周
しゅう

上
じょう

に点
てん

A，B

と異
こと

なる点
てん

Pをとり，線
せん

分
ぶん

PQが直
ちょっ

径
けい

となるように点
てん

Qをとる。このとき，次
つぎ

の各
かく

問
と

いに

答
こた

えなさい。

　　　　　　　 図
ず

１

⑴　図
ず

２のように，点
てん

Pを AP：PB＝2：1となるようにとる。このとき，

∠QBA＝ アイ °である。

　　　　　　　 図
ず

２

⑵　図
ず

３のように，点
てん

Pを AP＝ 4となるようにとり，ABの垂
すい

直
ちょく

二
に

等
とう

分
ぶん

線
せん

ℓと BPとの交
こう

点
てん

を Rとする。このとき，OR＝  ウ である。

さらに，RB＝ エ ，PR＝ オ である。

　　　　　　　 図
ず

３

⎛⎝ ⎛⎝

３

O

Q

A B

P

O

Q

A B

P

O

Q

ℓ

A B

P

R
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⑶　図
ず

４のように，図
ず

３において直
ちょく

線
せん

ARを引
ひ

き，線
せん

分
ぶん

BQの中
ちゅう

点
てん

を Sとする。

このとき，△ARSの面
めん

積
せき

は カキ であり，  Sと直
ちょく

線
せん

ARとの距
きょ

離
り

は
クケ

コ
である。

　　　　　　　 図
ず

４

⑷　図
ず

４において，  3点
てん

O，B，Qを通
とお

る円
えん

の半
はん

径
けい

は
サ

シ
である。

O

Q

S

ℓ

A B

P

R
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数
かず

xと自
し

然
ぜん

数
すう

nに対
たい

して，以
い

下
か

の 3つのプログラムを用
よう

意
い

した。

A [x，n]は，  xに nを加
くわ

えるプログラムである。

T [x，n]は，  xを n倍
ばい

するプログラムである。

P [x，n]は，  xを n 乗
じょう

するプログラムである。

例
たと

えば，次
つぎ

のような実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

が得
え

られる。

A [ 1，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は，  1に 2を加
くわ

えるから，  3である。

T [ 1，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は，  1を 2倍
ばい

するから，  2である。

P [ 1，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は，  1を 2 乗
じょう

するから，  1である。

さらに，これらを組
く

み合
あ

わせて実
じっ

行
こう

することによって，いろいろな数
すう

値
ち

計
けい

算
さん

を行
おこな

う。

例
たと

えば，次
つぎ

のような実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

が得
え

られる。

A [T [ 1，2]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は，  T [ 1，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

2に 3を加
くわ

えるから，  5である。

T [P [ 1，2]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は，  P [ 1，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

1を 3倍
ばい

するから，  3である。

このとき，次
つぎ

の各
かく

問
と

いに答
こた

えなさい。

⑴　P[ －3，2]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は ア ，  T[A[ 1，3]，10 ]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は イウ である。

⑵　実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

（2x＋ 3）4 を得
え

るためには， エ を実
じっ

行
こう

すればよい。 エ に当
あ

てはま

るものを，下
か

記
き

のⓐ～ⓚの中
なか

から選
えら

びなさい。

ⓐ　A [T [P[x，2]，3]，4] ⓑ　A [T[P[x，4]，3]，2] ⓒ　A [P[T[x，2]，3]，4]

ⓓ　A [P [T[x，4]，3]，2] ⓔ　T [A[P[x，2]，3]，4] ⓕ　T [A[P[x，4]，3]，2]

ⓖ　T [P [A[x，2]，3]，4] ⓗ　T [P[A[x，4]，3]，2] ⓘ　P [A[T[x，2]，3]，4]

ⓙ　P [A [T[x，4]，3]，2] ⓚ　P [T[A[x，4]，3]，2]

⑶　ユウさんは，  P[T[x，2]，2]を実
じっ

行
こう

しようとしたが， 誤
あやま

って P[A[x，2]，2]を実
じっ

行
こう

し

てしまった。そこで，実
じっ

行
こう

したかったプログラムをあらためて実
じっ

行
こう

し直
なお

したが，実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

は同
おな

じであった。このとき，  xの値
あたい

は オ または
カキ

ク
である。

４
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⑷　カズさんは，次
つぎ

のような規
き

則
そく

で数
かず

の列
れつ

を作
つく

った。

○　1番
ばん

目
め

の数
かず

は A[ 0，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

○　2番
ばん

目
め

の数
かず

は A[A[ 0，3]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

○　3番
ばん

目
め

の数
かず

は A[A[A[ 0，3]，3]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

　　　　　　　　　　　　　…

このとき，カズさんが作
つく

った数
かず

の列
れつ

の 50番
ばん

目
め

の数
かず

は ケコサ である。

⑸　マコさんは，カズさんとは別
べつ

に，次
つぎ

のような規
き

則
そく

で数
かず

の列
れつ

を作
つく

った。

○　1番
ばん

目
め

の数
かず

は T[ 1，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

○　2番
ばん

目
め

の数
かず

は T[T[ 1，3]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

○　3番
ばん

目
め

の数
かず

は T[T[T[ 1，3]，3]，3]の実
じっ

行
こう

結
けっ

果
か

とする。

　　　　　　　　　　　　　…

　このとき，マコさんが作
つく

った数
かず

の列
れつ

の中
なか

で初
はじ

めて 4桁
けた

になる数
かず

は，カズさんが作
つく

った数
かず

の列
れつ

の シスセ 番
ばん

目
め

の数
かず

である。








